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｢産後｣が起点となる社会問題の解決

｢産後｣の心と体のダメージ

②乳児虐待 ③産後の夫婦不和①産後うつ
産後の【三大危機】

⇒産後の女性の活躍へのブレーキ

｢産後ケア｣の
啓発

｢産後ケア
プログラム｣の提供



(C) 2017 MadreBonita 

マドレボニータの｢産後ケア教室｣

１. 有酸素運動 ２.対話 ３. セルフケア

• 産後２～６ヶ月の１ヶ月間に４回通う
• 昨年度はのべ2,582名が受講
• 参加者の約7割が復職予定

①評価事業を決める
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②評価目的を決める

｢産後ケア教室｣を受講することで、
受講直後/復職まで/復職後に良い状態、
変化が起きていることを明らかにする

③主たるステークホルダーを決める
仕事をもつ産前・産後
の女性とパートナー

産育休中や復職後の女性
社員を雇用している企業

産休/育休
からの
｢復職｣
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出産前 産後のダメージ 復職

①産後のダメージの回復
（マイナスからゼロへ）

②復職に向けての土台づくり
（ゼロからプラスへ）

現場の｢感覚値｣を
｢社会的インパク
ト｣として可視化

したい

ロジックモデルをつくる

体のケア

心のケア

社会とのつな
がりを取り戻
す

パートナー
シップを見直
す

初期
受講前後

中間①
産育休終了まで

中間②
復職後（現在）

産後のダメージの解消

｢産後うつの一歩手前｣感
の解消

｢産後クライシス｣の解
消・予防

｢虐待予備軍｣感(育児への
極度なイライラ感)解消

密室育児状態の解消

よりよい復職のための自
発的な準備に取り組める

復職に向けてのマインド
セットができる

パートナーシップの向上

2人で復職に向けての環境
整備と家事・育児シェア
に取り組める

前向きなキャリア観醸成

LIVE YOUR LIFE志向にな
る

生産性の向上

パートナーとの協力体制
確立

職場以外のコミュニティ
でも力を発揮

心身のセルフマネジメン
ト力獲得

社会と再びつながること
への意欲が湧く

変化や試練を支えるため
の精神力が備わる

次の妊娠・出産に意欲的

相互扶助力の向上人に委ねる・委ねられる
力の獲得

就業の継続

変化や試練を支えるため
の体力が備わる



検証するためのデータを収集する

産後ケア教室を
受講した人

538名

without
比較

に挑戦
産後ケア教室を

受講しなかった人
351名

WEBアンケート（最大61問）
既に復職した方に
受講後/復職まで/復職後(現在)に生じた変化を尋ねる



評価結果の報告

ロジックモデルに
挙げた項目の大半で
• 期待された良い変化

がみられた
• 非受講者に起きた変

化の度合いとの有意
差が確認できた
(38項目中32項目)



受講(n=173)外円=受講(n=173)
内円=非受講(n=153)

38.6% 

58.2% 

3.3% 

75.7% 

20.8% 

3.5% 

38.6%

Q／「復職」に向けての前向きな気持ちをもつように
なりましたか？

もつようになった  

もつようにならないまま  

もてなくなった  

もつようになった
75.7%

非受講者との差
37.1ポイント



総括

変容
復職に向けて
の土台が作ら
れる

中間②／復職後

解決
出産後に直面
する喫緊の課
題を解決

初期／教室受講前後 中間①／復職まで
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応用
復職後も使える
応用可能な力と
なる

各時期に抱える課題が解決されることで
社会復帰に向けての意欲と応用可能な力を獲得し、
必要なアクションがとれるようになる

産後の心身のリハビリは
｢母子保健｣・｢女性活躍推進｣双方にインパクトをもたらす
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評価の活用
プレスリリース

公式ブログ

企業向け営業資料



• ｢without比較｣の威力:｢このフェーズにいけた
＝インパクト｣と測定しにくい事業モデルでは、
without比較が有効な手段の一つ

• ｢伴走｣の重要性:ノウハウ提供、スケジュール管
理、壁打ち、励まし⇒普及のために必要な支援

• 知見の共有:試行錯誤で必要以上にかかったプロ
セス、時間⇒圧縮可能（知見共有が普及のカギ）

• 今回の分析・評価にはまだ改善の余地あり:個人
にもたらされる変化がどう促進されるか?はわ
かったが、その集合体としての企業や社会の変化
がどれだけ促進されるか?は…?
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評価を行っての振返り


